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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトは終始順調に推移した。論文が13本、学会発表が5回、図書は単著・
共著・翻訳が各1冊の計3冊を残すことができ、当初のテーマである医療市場の設計のみならず、隣接分野の介護
市場の設計や人口高齢化時代の家計の持続性についても業績を残すことができた。文字通り、当初計画を上回る
成果を出すことができたと考えられる。

研究成果の概要（英文）：This project went very well overall. The outputs include 13 journal articles
 (11 of them get published in international refereed journals) and 4 books (3 of them are single 
authored/translated). The research contributions are not just to the field of medical market but 
also to the related areas such as long-term care market and household finance in the era of aged 
society.

研究分野：医療経済学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
人々の医療や介護サービスの受診行動には、身体の状態のみならず、その人の収入や家族構成等の社会的要因が
含まれており、レセプトの分析のみで定められた数値目標は患者の社会経済的背景を考慮しないものになる危険
性がある。本研究は、これらに加えて、家計の持続性にも配慮した、社会経済的分析により、政府の方針の不備
を補い、医療経済学的な見地から、政府の検討を補完する政策的示唆を提示した点で、学術的のみならず社会的
意義があると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｆ－１９－２ 
１．研究開始当初の背景 

人口高齢化により、わが国の医療費は急増が見込まれており、医療費の効率化にかつてない程

注目が集まっている。本研究は非効率な医療費の典型例の一つである、医療機関の「過剰診療」

の有無に着目し、申請者が実施に関わった独自の家計調査データと医療経済学の手法を用いて

分析を実施する。この研究の重要性は、前述の社会的関心の高さだけでなく、政府の対策を補

完する役割を担うことで裏打ちされる。政府は、次年度より全国に蓄積されたレセプトデータ

を分析して、都道府県に医療支出の数値目標を提示する方針を示しているが、レセプトデータ

のみによる費用対効果の分析は、医学的なニーズに偏重する結果を生む。人の受診行動には、

身体の状態のみならず、その人の収入や家族構成等の社会的要因が含まれており、レセプトの

分析のみで定められた数値目標は患者の社会経済的背景を考慮しないものになる危険性がある

のである。本研究はこうした政府の方針の不備を補い、医療経済学的な見地から、政府の検討

を補完する政策的示唆を提示することを目的としている。 

 

２．研究の目的 

本研究のテーマである「過剰診療」は、医療経済学の分野では、医療サービス供給者が利潤
の最大化を果たすために誘発する需要（＝診療）、すなわち「供給者誘発需要」として研究され
ている。この供給者誘発需要に関する研究は、Evans(1974)、 Fuchs(1978)をはじめとして多く
の実証分析がなされてきた。これらの研究では、人口当たりの医師数もしくは医療施設数等の
医療供給密度が高い地域は、1 人あたりの医療費が高いという関係を検出することで、供給者
誘発需要の存在を裏付けようとしている。しかし、供給者誘発需要が存在することは、厳密に
言えば供給者が患者に不必要な治療を行っていることを必ずしも意味しない。例え患者が自発
的に欲した治療でなくとも、供給者が誘発する治療が、患者の健康の維持・改善に役立ってい
ることがあり得るからである。 
そこで、政府はレセプトデータを使った数値目標のプロジェクトを通じて、治療が患者の健
康の維持・改善に役立っているかどうかを検証し、不必要な治療行為を特定し、排除するモデ
ルの構築を試みようとしている。 
しかしながら、レセプトデータに頼った政府のプロジェクトにも欠陥がある。人間の健康リ
スクには、レセプトを用いた医学的な考察だけでは補いきれない側面があるからである。例え
ば、同じ５０歳の男性ＡさんとＢさんがいるとする。Ａさんは扶養家族のいない資産家で、Ｂ
さんは５人の家族を支える給与所得者である。この場合、Ａさんは病気になったとしても治療
に専念できる可能性が高いが、Ｂさんの場合はそれが難しいので、ＢさんにはＡさんよりも一
層、予防医学的な治療が必要となる。こうしたことは、政府が計画するレセプトデータではま
ったく考慮に入れることができないため、Ｂさんに必要な予防的な治療が「ムダ」と判定され
てしまう危険性がある。 
なお、供給者誘発需要に関する研究は、わが国でも西村(1987)を端緒に泉田他(1999)、岸田
(2001)、山田(2002)等蓄積されているが、これら先行研究においても、検証に用いるデータが、
都道府県もしくは市町村単位で集計されたマクロデータか、レセプトデータをはじめとする供
給者側のデータに偏重している。こうしたマクロデータやレセプトデータでには、政府のプロ
ジェクトと同様、収入、資産、家族構成等の患者の属性が含まれていないので、前段で述べた
欠陥を補うことはできていない。例外としては、申請者が、自らが実施に関わった全国規模の
家計調査を用いた、この欠陥を補う論文（角谷・小寺、2014）があるが、残念ながらこの研究
は単年度のクロスセクション分析を行っているのみで、標本数が少なく、また時系列を用いた
固定効果を特定できていない等改善の余地が大きい。そこで、本研究の目的は、パネル調査か
ら得られる患者の属性を用いて、日本の供給者誘発需要の特定について新たな知見を加えるこ
とにある。 

 

３．研究の方法 

文献調査と実証モデルの構築を中心とするが、隣接分野である社会学や医学を含めた研究者

との意見交換を積極的に行うことによって、医療費の効果的利用という我が国が抱える課題に

対して、患者のレセプトデータのみに依存しない、社会経済的側面を考慮に入れた政策インプ



リケーションを提示する。分析を行うデータについては、申請者が実施に関わり、当該研究に

適応できる大規模な調査結果が既に利用可能な状態にあることから、それを活用して研究の効

率的な実施を実現する。また、本研究はわが国の増大が見込まれる医療費の効果的利用という

文脈の中に位置づけられ、社会的インパクトの大きい反面、考慮すべき変数が多いことから、

研究の限界の見極めも重視する。研究が当初の計画通りに進まない可能性にも配慮し、複数の

リスク管理方法を事前に考察する。 

 

４．研究成果 

 本研究は全体を通じて極めて順調に推移し、当初計画を上回る成果を出すことができた。期

間全体を通しては、論文が 13 本、学会発表が 5 回、図書は単著・共著・翻訳が各 1 冊の計 3

冊を残すことができ、当初のテーマである医療市場の設計のみならず、隣接分野の介護市場の

設計や人口高齢化時代の家計の持続性についても業績を残すことができた。 
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